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林
野
庁
主
催
の
森
林
管
理
局
直
轄
治
山

事
業
技
術
交
流
会
が
10
月
19
日
～
21
日
に

各
森
林
管
理
局
、
事
業
担
当
者
26
名
の
参

加
の
も
と
大
井
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山

事
業
地
（
静
岡
県
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

※
直
轄
治
山
事
業
と
は
、
国
有
林
内
及

び
民
有
林
内
に
お
い
て
国
が
直
接
行
う
治

山
事
業
。

近
年
の
激
甚
な
山
地
災
害
の
発
生
状
況

等
を
踏
ま
え
、
林
野
庁
が
実
施
す
る
直
轄

治
山
事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
事
業
を

推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
都
道
府
県
が

実
施
す
る
民
有
林
治
山
事
業
へ
の
支
援
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
調
査
・
計
画
・
施

工
等
に
係
る
関
係
職
員
の
技
術
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
中
豪
雨
、
地
震
及
び
火
山
噴

火
等
の
災
害
が
発
生
す
る
一
方
、
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
渓
流
生
態
系
の
保
全
等

の
高
度
化
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
幅
広
い

技
術
的
視
野
に
立
っ
た
対
応
も
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
規
模
崩
壊
地
の
施
工
に
お
い
て
は
、

工
種
の
選
定
・
配
置
、
安
全
を
考
慮
し
た

施
工
順
序
、
資
材
の
搬
入
の
方
法
等
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
、
実
際
の
施
工
箇
所
を

見
な
が
ら
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
職
員
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
荒
廃
渓
流
の
施
工

に
お
い
て
は
、
復
旧
後
の
水
の
流
れ
を
想

定
し
た
設
計
の
技
術
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
民
有
林
が
施
工
地
と
な
っ
て
い

る
事
業
地
で
は
、
地
元
調
整
、
土
地
所
有

者
へ
の
対
応
の
難
し
さ
か
ら
、
上
下
流
一

体
と
な
っ
た
復
旧
整
備
が
進
ま
な
い
等
の

問
題
点
に
つ
い
て
も
、
各
局
事
業
担
当
者

で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
有
意
義
な
技
術

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

平成２８年１０月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１４８号（２）

「
森
林
管
理
局
直
轄
治
山
事
業
技
術
交
流
会
」
開
催

計
画
保
全
部

治
山
課

会場の崩壊地の説明

室内討議

崩壊地の施工順序等の検討

崩壊地の資材運搬方法の検討
荒廃渓流での設計の検討（セルダム）



治
山
研
究
会
主
催
の
治
山
研
究
発
表
会

が
平
成
28
年
９
月
26
日
～
27
日
に
東
京
都

渋
谷
区
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
各
森
林
管
理

局
、
地
方
公
共
団
体
、
各
大
学
、
民
間
事

業
体
等
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
治
山
研
究
発
表
会
】

１
日
目
の
発
表
会
に
先
立
ち
、
茨
城
大

学
広
域
水
圏
環
境
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の

桑
原
祐
史
教
授
か
ら
「
治
山
に
お
け
る
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
応
用
」
と
題

し
て
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
衛
星
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
種
類
と
特
徴
、
衛
星
観

測
技
術
の
動
向
等
の
紹
介
と
治
山
事
業
へ

の
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
活
用
の
可

能
性
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

※
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
は
人

工
衛
星
に
専
用
の
測
定
器
（
セ
ン
サ
ー
）

を
載
せ
、
地
球
を
調
べ
る
（
観
測
す
る
）

こ
と
。

本
発
表
会
で
は

１
「
荒
廃
地
調
査
と
復
旧
対
策
等
の
取
組
」

２
「
防
災
林
の
造
成
」

３
「
違
法
開
発
へ
の
対
応
強
化
等
の
取
組
」

４
「
施
設
の
維
持
管
理
・
木
材
の
利
用
等

の
取
組
」
の
４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
48
課

題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、
「
荒
廃
地
調
査
と
復
旧

対
策
等
の
取
組
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
、
治

山
課
堀
内
設
計
指
導
官
と
朝
日
航
洋
株
式

会
社
東
京
防
災
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
部
の
小

林
裕
太
氏
及
び
同
社
東
日
本
航
空
支
社
第

一
営
業
部
の
加
藤
真
也
氏
に
よ
る
「
航
空

実
播
工
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
～
奥

地
・
寒
冷
地
の
三
次
元
写
真
計
測
と
散
布

材
料
に
関
す
る
考
察
～
」
を
発
表
し
ま
し

た
。※

航
空
実
播
工
と
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

使
用
し
て
種
子
等
の
緑
化
材
料
を
崩
壊
地

へ
散
布
し
て
緑
化
す
る
工
法
。

本
発
表
は
、
高
標
高
・
寒
冷
地
で
は
植

物
の
生
育
期
間
が
短
く
、
凍
結
融
解
等
の

影
響
を
受
け
侵
食
を
受
け
や
す
い
等
の
条

件
下
で
、
植
物
の
初
期
生
育
の
改
善
及
び

侵
食
防
止
力
の
向
上
を
目
的
と
す
る
緑
化

材
料
の
検
討
と
試
験
施
工
の
紹
介
及
び
、

現
地
を
計
測
し
施
工
面
積
の
把
握
す
る
作

業
に
苦
慮
す
る
高
標
高
で
遠
隔
地
の
崩
壊

地
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
撮
影
し
た
連

続
写
真
を
元
に
三
次
元
モ
デ
ル
（
立
体
画

像
）
を
作
成
し
、
現
地
計
測
を
実
施
せ
ず

に
施
工
面
積
を
迅
速
確
実
に
把
握
す
る
手

法
の
可
能
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。

【
治
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

２
日
目
に
は
「
海
岸
防
災
林
を
考
え
る

～
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
～
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

太
田
猛
彦
東
京
大
学
名
誉
教
授
か
ら

「
海
岸
防
災
林
再
生
の
現
状
と
課
題
」

東
北
森
林
管
理
局
大
野
泰
宏
治
山
課
長

か
ら
「
東
北
森
林
管
理
局
に
お
け
る
海
岸

防
災
林
の
復
旧
・
再
生
の
取
組
」

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
坂
本
知
己

地
域
研
究
監
か
ら
「
津
波
後
の
海
岸
林
研

究
」

の
話
題
提
供
が
あ
り
、
座
長
に
鈴
木
雅
一

東
京
大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
、
有
識
者
及

び
パ
ネ
リ
ス
ト
よ
る
被
災
し
た
海
岸
防
災

林
の
現
状
、
復
旧
、
再
生
等
に
向
け
た
議

論
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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２日目「治山シンポジウム」

発表する堀内設計指導官

『
第
56
回
治
山
研
究
発
表
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

計
画
保
全
部

治
山
課



東
京
都
民
の
方
に
木
と
触
れ
あ
え
る
機

会
を
提
供
し
、
木
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

木
材
が
循
環
資
源
と
し
て
優
れ
た
素
材
で

あ
る
こ
と
や
木
材
の
利
用
が
森
林
の
育
成

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
木
材
の
需
要
拡
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
36
回

木

と
暮
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」
（
主
催
：
東
京

都
・
（
一
社
）
都
木
連
、
協
賛
：
関
東
森

林
管
理
局
東
京
事
務
所
等
）
が
、
10
月
22

日
（
土
）
・
23
日
（
日
）
の
２
日
間
、
江

東
区
の
木
場
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
、
ふ
れ
あ
い
展
に
は
、
東
京
都
木

材
団
体
連
合
会
、
東
京
木
材
問
屋
協
同
組

合
、
東
京
都
森
林
組
合
連
合
会
な
ど
木
材
・

林
業
関
係
の
21
団
体
が
参
加
し
、

木
工
教
室

木
製
品
の
展
示

苗
木
配
布
会
、

木
製
品
の
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
も
、
木
の
輪
切
り
ホ
ル
ダ
ー

作
り
・
木
の
実
リ
ー
ス
作
り
な
ど
の
森
林

ク
ラ
フ
ト
体
験
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

等
を
行
い
、
木
材
・
森
林
・
林
業
等
に
つ

い
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
２
日
間
で
、
昨
年
よ
り
５
千
人

多
い
、
６
万
５
千
人
の
方
に
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

平成２８年１０月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１４８号（４）

～
第
36
回

木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
～

森
を
育
て
た
い
。
だ
か
ら
木
を
使
お
う

東
京
事
務
所

開会式での沖次長祝辞

森林クラフト体験で賑わう東京事務所ブース

今
月
の
表
紙

「
大
江
湿
原
獣
害
対
策
事
業
」

写
真
の
場
所
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
で
も
あ
る
尾
瀬
沼
の
東
に
広
が
る
大
江

湿
原
を
取
り
囲
む
福
島
県
檜
枝
岐
村
の
尾
瀬
岳
国
有
林
で
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
が
各
地
で
広
が
る
中
、
大
江
湿
原
に
お
い
て
も

植
生
被
害
が
増
加
し
、
森
林
生
態
系
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
な
ど
の
減
少
に
よ
る
観
光
面
へ
の
打
撃
か
ら
も
、
湿
地
を
囲
む
よ
う
に

約
３
．
５
㎞
に
高
さ
２
ｍ
の
金
網
柵
を
設
置
し
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
侵
入
を
防
ぐ

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
は
、
水
際

か
ら
の
シ
カ
侵
入
に
対
し
て

水
面
に
ネ
ッ
ト
を
浮
か
べ
る

な
ど
改
良
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
南
会
津
尾
瀬
ニ
ホ

ン
ジ
カ
協
議
会
に
よ
る
シ
カ

柵
巡
視
や
、
わ
な
設
置
等
の

活
動
と
連
携
し
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
食
害
防
止
に
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
庁

舎
の
展
示
室
及
び
ク
ラ
フ
ト
体
験
室
に
お

い
て
、
「
山
の
日
」
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
８
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
し
ま

し
た
。

【
森
林
教
室
の
開
催
】

「
い
の
ち
の
森
高
尾
山
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
」

を
活
用
し
た
森
林
教
室
を
、
セ
ン
タ
ー
所

長
が
実
施
し
ま
し
た
。

【
期
間
限
定
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
】

「
夏
休
み
特
別
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

期
間
限
定
で
、
小
学
生
以
下
の
児
童
を

対
象
と
し
て
日
替
わ
り
で
作
る
ク
ラ
フ
ト

作
品
を
林
野
庁
・
局
・
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
等

で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
隣
接
す
る
「
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｏ
５
９
９
祭
」
の
来
場
効
果
も
あ
り
、

連
日
家
族
連
れ
で
満
員
御
礼
・
大
好
評
で

し
た
。

夏
休
み
満
喫
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、
指

導
に
あ
た
っ
た
イ
ン
タ
プ
リ
タ
に
木
の
実

の
名
前
や
工
作
の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し

て
自
分
だ
け
の
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

【
森
林
の
働
き
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
】

高
尾
山
を
訪
れ
る
人
々
に
高
尾
山
の
国

有
林
や
自
然
の
こ
と
、
森
林
・
林
業
の
こ

と
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
樹
木
の

標
本
等
の
展
示
、
森
林
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
情
報
発
信
及
び
森
林
の
働
き
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
展
示
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

情
報
誌
「
林
野-

Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
Ａ-

」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
林
業
漫
画
「
お
山
ん
画
」

も
併
せ
て
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々

が
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
上
期
森
林
環
境
教
育
（
森

林
教
室
）
及
び
当
セ
ン
タ
ー
施
設
利
用
状

況
は
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（５）平成２８年１０月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１４８号



私
が
勤
務
す
る
追
貝(

お
っ
か
い)

森
林

事
務
所
は
、
群
馬
県
の
北
東
部
、
沼
田
市

か
ら
国
道
１
２
０
号
線
を
尾
瀬
方
面
に
向

か
い
、
椎
坂
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
沼
田
市

利
根
町(

旧
利
根
村)

に
位
置
し
、
日
本
百

名
山
の
皇
海
山(

す
か
い
さ
ん)

を
擁
す
る

栃
木
県
境
ま
で
の
約
１
１
０
０
０
㌶
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
の
近
隣
に
は
、
東
洋
の
ナ
イ

ア
ガ
ラ
と
も
言
わ
れ
、
上
毛
カ
ル
タ
に

「
滝
は
吹
割

片
品
渓
谷
」
と
歌
わ
れ
た

「
吹
割
の
滝
」
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
神
話
時
代
に
「
赤

城
の
神
」(

大
蛇)

が
戦
場
ヶ
原
で
「
日
光

の
神
」(

ム
カ
デ)

と
戦
っ
た
折
、
傷
を
癒

や
し
た
と
さ
れ
る
老
神
温
泉
は
傷
に
効
く

美
人
の
湯
と
言
わ
れ
、
毎
年
５
月
に
行
わ

れ
る
大
蛇
祭
り
で
使
用
さ
れ
る
大
蛇
み
こ

し
は
１
０
８
㍍
あ
り
、
祭
り
用
の
蛇
の
長

さ
と
し
て
は
世
界
一
と
し
て
２
０
１
３
年

に
ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
事
務
所
の
特
色
の
一
つ
は
、
追
貝
か

ら
根
利
に
抜
け
る
総
延
長
41
㎞
の
根
利
栗

原
川
林
道
で
、
併
用
林
道
と
な
っ
て
お
り
、

誰
で
も
通
れ
る
林
道
と
し
て
は
関
東
随
一

の
長
さ
で
す
。

中
間
地
点
に
は
皇
海
山
の
登
山
口
が
あ

り
、
多
く
の
県
か
ら
登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。

近
年
こ
の
林
道
に
お
い
て
、
車
で
危
険
走

行
を
し
て
い
る
様
子
を
動
画
サ
イ
ト
に
上

げ
て
い
る
人
物
が
い
る
と
市
民
か
ら
の
指

摘
を
受
け
、
沼
田
市
利
根
支
所
と
合
同
で

注
意
看
板
を
設
置
し
、
県
警
に
も
情
報
共

有
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
の
専
門
誌
に
も
こ
の
林
道
の
特
集
が
組

ま
れ
る
な
ど
、
林
道
走
行
が
目
的
の
方
々

が
増
え
て
い
る
昨
今
で
す
。

こ
の
長
い
林
道
が
出
来
る
遙
か
以
前
、

明
治
31
年
か
ら
昭
和
14
年
に
か
け
て
、
こ

の
奥
山
に
２
千
人
も
の
人
々
が
住
み
、
県

境
を
越
え
た
足
尾
銅
山
に
坑
木
を
供
給
す

る
た
め
の
一
大
基
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
12
月
に
首
席
森
林
官
（
南
郷
・
根

利
）
ら
と
と
も
に
現
地
を
訪
れ
て
見
た
と

こ
ろ
、
か
つ
て
人
々
が
暮
ら
し
た
そ
の
面

影
が
、
静
か
に
森
に
還
り
つ
つ
も
、
確
か

な
遺
構
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

林
内
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
７
割
は

天
然
林
、
３
割
が
人
工
林
で
、
当
事
務
所

で
も
鹿
・
熊
に
よ
る
剥
皮
被
害
を
受
け
て

お
り
、
ス
ギ
だ
け
で
な
く
、
カ
ラ
マ
ツ
ま

で
食
害
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
獣
害
対
策
も
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
手
遅
れ
の
様
相
を
呈
し
て
い
る

林
分
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

低
コ
ス
ト
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
主
伐
リ

ス
ト
に
載
っ
た
山
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て

い
く
の
か
多
く
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

後
生
に
残
せ
る
森
林
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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